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竹
添
井

井
『

左

氏

会
箋
』

の

序

文
に

み

え

る

「

剽
窃
」

　

−
島
田

翰
「

左

氏

会
箋
提

要

十
二

編
」

の

行

方

に
つ

い

て

ー

陳

　
鰰
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一

　

は

じ

め

に

　
江

戸

時

代

よ

り

明

治
時

代
ま

で

の

経
学
研

究
史

を

振
り

返
っ

て

み

た

時
、

た

と

え

当

該
分

野
の

研
究

者
で

な

く

と

も
、

恐

ら

く

山

井
鼎

（

一

六

九

〇

〜
一

七

二

八
）

の

『

七

経
孟

子

考
文
』

と

竹

添

井
井

（

一

八

四

二

〜
一

八

九

七
）

の

『

左

氏

会

箋
』

と

の

二

つ

の

著

作
が

想

起
さ

れ

る

で

あ

ろ

う
。

こ

の

目

本

学
術
界
の

双

璧
と

も

い

え

る

考

証

学
の

両

巨
著
は
、

す
で

に

日

本
を

遥
か

に

超
え
、

東

ア

ジ

ア

な
い

し

世
界
の

経

学
研

究

領

域
に

お
い

て

長

ら

く

重

ん

じ

ら
れ

て

き
た

。

　
し

か

し

な
が

ら
、

両

書
の

日

本
に

お

け

る

伝
承
の

経
緯
は

実
に

大

き
く

異
な
っ

て

い

る
。

山
井

鼎
が

足
利
文

庫
に

伝
わ

る

古
写

本

や

宋

版
を
利

用
し

て

書
い

た

『

七

経

孟
子

考
文
』

は
、

享

保
年

間

に

刊
行

さ
れ

た

時
、

実
は

大
し

た

評

価
を

得
ら
れ

な

か

っ

た
。

逆

に

中

国
で

そ
の

価

値
が

認

め

ら

れ
て

『

四

庫
全

書
』

に

収

録
さ
れ

、

さ

ら
に

阮

元

ら
が

出
版
し

た

単
行
本
が

唐

船
に

よ
っ

て

長

崎
に

逆

輸
入

さ

れ
て

は

じ

め

て
、

江
戸
の

儒

学
界
で

も

高
い

評
価

を
与
え

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ハ
よ

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

の

で

あ
る

。

一

方
、

竹
添

井

井
の

『

左

氏

会

箋
』

は
、

明

治

三

十
六

年
（

一

九

〇

三
）

に

上

梓
さ

れ
た

後
、

忽
ち

高
い

評
価
を

与

え

ら

れ
、

早

く

も
明

治
四

十
四

年

（

一

九
一

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ド

一
）

に

冨

山

房

刊

行
の

漢

文
大

系

（

第
十
、

十
一

冊
）

に

収
録
さ

れ

て
一

般

教
養

書
と

し

て

も
広

く

伝
播
す

る

よ

う
に

な
り

、

大
正

三

年
（
一

九
一

四
）

に

は
、

晴
れ

て

時
の

帝

国
学
士

院
よ

り

学
士

院
賞
が

授
与
さ

れ

た

の

で

あ
る

。

　

ち
な

み

に
、

『

左

氏

会

箋
』

が

学
士

院

賞
を

受
賞
し

た

理

由

に

つ

い

て

は
、

『

大

正

三

年

　
受

賞
審
査

要
旨
』

を
調
べ

て

み

る

と
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ハ
　　

概
ね

以
下
の

二

点

に

あ
っ

た
こ

と

が

わ
か

る
。

　

（

1
）

金

沢

文

庫

原
蔵
旧

鈔

本
「

左

氏

春
秋

経
伝

集

解
」

を

底

　

　
　

本
と

し
、

宋

刊
本

お
よ

び

唐
石

経
本

と
の

校

勘
を

行
い
、

　

　
　

諸

本
の

文

字

異
同

を
明

ら
か

に

し

た

こ

と
。

こ

れ

は

最
も

　

　
　

学

者
に

俾
益

す
る

。

　

（

2
）

江
戸

及

び

清
に

お

け

る

左

氏

諸
説

を

集
約
し

た

こ

と
。

　

　
　

こ

の

点
に
つ

い

て

は
、

諸
説

の

出
典
が

明
示

さ
れ

な
い

不

　

　
　

備
が

存
在
し

て

い

る

も
の

の
、

今
時

最
良
の

左

伝
注

釈
書



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soclety 　of 　Chlnese 　Llt 二erature 　of 　t二he 　卜hddle 　Ages

　
　

　

で

あ

る

こ

と

に

違
い

は

な
い

。

　

と

こ

ろ

が
、

今
日

に

至

り
、

『

七

経
孟

子

考
文
』

の

評

価
が

益

々

高
ま

る
一

方
、

『

左

氏

会
箋
』

に

お

け

る

編

纂
上

の

問

題
は

、

決
し

て

『

要
旨
』

に

指

摘
さ
れ

た
「

編
述
ノ

方

法
二

前
人

ノ

創
説

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
マ

　

マ

卓
見

ヲ

區

別

セ

ザ
ル

モ

ノ

ア

ル

ニ

於
テ

多

少

世

論

ナ

キ
ニ

非

ラ

ズ
」

と

い

う
微

蝦
に

留
ま

ら

ず
、

よ

り

深

刻
な

問
題

を

有
し

て

い

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ
ヨリ

る
の

で

は

な
い

か

と

い

う
疑

惑
が

漸

次
浮
上

し

て

き

た
。

や

が

て

岡

村

繁
氏
の

研

究

を

皮

切

り

に
、

『

左

氏

会

箋
』

の

注

釈
の

自

説

部

分
に

つ

い

て
、

相

当
な

分
量

が

亀

井
昭

陽
説
の

剽

窃
で

あ

る

こ

　
　

　

　

　
　

　

　
ハ
るロ

と
が

明
ら

か

に

さ

れ
た

。

ま
た

、

つ

い

最

近
、

竹
内

航
治
氏

が
、

井

井
の

自

筆
資

料
を

中
心

に

調

査

を

行
い

、

井

井
注

に

み

え
る
一

部
の

清
の

学
者
の

説

は
、

原
書
に

よ

る

も
の

で

は

な

く
、

安
井

息

軒
の

『

左

伝
輯

釈
』

か

ら

孫
引

き
し

た

も
の

で

あ

る

こ

と

を
明

ら

　
　

　

　
らり

か

に

し

た
。

　

筆
者

は

経

学
の

専

家
で

は

な
い

が
、

最

近

取
り

組
ん

で

い

る

『

史

記
』

版
本

の

研

究
上

、

し

ば
し

ば

井

井
の

『

左

氏

会

箋
』

を

読
む

機

会
が

あ
る

。

あ

る

と

き
、

『

左

氏

会

箋
』

を

繙
い

て

い

る

と
、

そ
の

序
文

の
一

部
が
、

島
田

翰
の

『

古
文

旧

書

考
』

の

あ

る

章
節
に

極

め

て

似
て

い

る

こ

と

に

気
づ

い

た
。

そ

れ

を
き
っ

か

け

に
、

『

左

氏

会

箋
』

の

序

文
と

『

古

文
旧

書

考
』

及

び

ほ

か

の

島

田

翰

文

献
と
の

関

連
性

を

調

査

し

た
。

結
果

と
し

て
、

『

左

氏

会

箋
』

の

最

終
作

成
者

（

或
い

は

事

実
上

の

執

筆
者
）

は
、

恐
ら

く

明
治
の

官

財
学

界
に

強
い

影
響
力
を

持
ち

、

長

ら
く

時

の

学
術

界

に

君
臨
し

て

い

た

竹

添

井

井
本
人

で

は

な

く
、

彼
を

師
と

し

て

仰

ぎ
、

の

ち

に

日

本
の

書
誌

学
界
に

よ
っ

て

追
放

さ
れ

、

つ

い

に

逮

捕
さ

れ

獄

中
に

虚
し

く
自

殺
し

た

島

田

翰
（

一

八

七

九

〜
一

九
→

五
）

で

は

な
い

か

と

い

う
結

論
に

辿

り

着
い

た
の

で

あ

る
。

ま

た
、

『

左

氏

会

箋
』

の

底

本
は
、

学
士

院

賞
の

受

賞
理

由
と

し

て

挙

げ

ら

れ

て

い

た

金

沢

文

庫
旧

蔵
本
で

は

な
く
、

慶

長
古
活

字
版
『

春

秋

経
伝
集

解
』

で

あ

る

疑
惑

も
浮

上

し

て

き

た
。

　

本

稿
は
、

紙

幅
の

関

係
で

、

ひ

と

ま

ず

『

左

氏

会

箋
』

の

井

井
序
文

及

び

附
記

に

即
し

て
、

こ

の

両
文

が
、

い

か

に

多
く
島
田

翰
の

文

章
か

ら

転
用

し

た

も

の

で

あ
っ

た

か
、

逐
一

例

証
し

て

み

よ

う
と

思

う
。

な
お
、

以

下

に

列

挙

す
る

井
井
文
の

底

本
は
、

明

治
三

十

六

年
（

一

九

〇

三
）

井
井

書
屋

刊
行

本
を

用
い

る
。

島
田

文

の

底
本

は
、

明
治
三

十
八

年
（

一

九

〇

五
）

民

友

社
初

版
本

を
用

い

る
。

　
　

　
二

　
『

左

氏

会
箋
』

序

文
に

見
え
る

島
田

文

の

剽
窃

例

　

結
論
か

ら

言

う
と
、

井
井
の

『

左

氏

会
箋
』

序
文
の

殆
ど

は
、

島

田

翰
の

「

舊

鈔
本

考
序
」

（

以

下

「
島

田

舊
鈔
」

と

略

称
）

、

「

書

冊

装

横

考
」

（
以

下

「

島
田

装
横
」

と

略
称
）

、

「

春

秋

經

慱

集

解
三

十

卷

　
巻

子

本
」

（
以

下

「
島

田

集

解」

と

略

称
）

の

三

つ

の

文

章

を
、

切
り

貼
り

し

て

再

構
成
し

た

も
の

で

あ
る

。

具

体
的
な

考
証

は

以

下
の

通
り
で

あ

る
。

　
（
＊

通
し

番
号、

傍
線、

波

線
な

ど

の

記
号
は

筆
者

に

よ

る
。

ま
た
、

紙
幅
の

関
係
で
一

部
の

文

字
を

省
略
す
る

。

な

お
、

井

井

文

に

鬪

を

施
し

た

所
は、

井

井
独

自
の

文

字
を

示

す
。

島
田
文

に

傍
線
を

施
し

た

所
は

、

井
井
文
と

全
く
一

致
す

る

こ

と
、

波
線
を

施
し

た

所
は

井
井
文
と

397
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近
似
し

て
い

る

部

分
を

示

す
。

文

末
の

番
号
は

、

該

当

文

章
を

記

載
し

た

民

友
社
本
『

古
文

旧

書
考
』

の

巻
数
と
ペ

ー

ジ

数
を

示

す
）

。

 
〔

井

井
序

文
〕

左

氏

傳
之

存
於

皇

國

者
、

以
御
府

舊
鈔

卷
子

　

本
金

澤
文

庫

本
爲
最

古
、

凡
三

十
卷

。

蓋

隋
唐
之

遺
經
、

而

　

音
博
士

清
原

氏

世
世

相
傳

以
授
于

北
條
氏

者
也

。

　

〔

島

田

集
解
〕

ー
〉

亠

ハ

朝

　

惷
、

而

王

段

吉

備
氏

之

所

齎
、

音
博
士

清
原

氏

世
々

相

　

傳
以

授
干

北

條
氏

者

也
。

（

一

1
 

卜。

表
）

 

〔

井

井
序
文
〕

毎
卷

有
延

年
五

年
及

應
徳
・

保

延
・

久

安
・

　

仁

平
・

久

壽
・

保

元
・

應
保
・

長

寛
・

嘉

應
・

治

承
・

壽

　

永
・

元
暦
・

建

暦
・

建

保
・

承

久
・

天

福
・

延

應
・

仁

治
年

　

間
各

記
。

又

有
建

長

中
越

後
守

實
時

、

参
河
守

教
隆
、

正

嘉

　

中

清
原

直
隆

、

文

永

中
清

源
俊

隆
、

弘

安

中
左

近

衛

將
監
顯

　

時

諸
跋

。

而

應
永

年
間
山

内
翁
怡

記
其

卒
讀
年
月

日

于

卷
末

。

〔

島
田

集

解
〕

卷

末

有
建

長
中
越

後
守

實
時
、

參
河
守

教
隆

、

文
永

中

俊
隆

、

正

嘉
中

清
原
直

隆
、

弘
安
中
左

近
衛

將
監

顯

時
跋

、

皆
係

親
筆
題

署
。

又

有
延

久
・

保
延
・

仁

平
・

久

壽
・

應

保
・

長

寛
・

嘉

應
・

治

承
・

養

和
・

壽

永
・

元

暦
・

建

　
暦
・

建

保
・

承

久
・

延
應

各
記
、

　

　

　

末

有
應

永

山
内

翁

　

ー
　
筆
力

勁
健
、

尤

可

欽

仰
。

ρ

　

よ
¢

裏
〜

 

O

表
）

 
〔

井

井

序

文
〕

恭

惟

皇

國

列

聖

相

承
、

大

敷

文

徳
、

當

推

　

古
天

智
之

盛
。

通

使
於

隋
唐
、

博

徴
典
籍

。

〔

島

田

集
解
〕

恭

惟

皇

國

列

聖

相

承
、

大

敷

文

徳
、

昔

者

　

當
推

古
天

智
之

盛
。

遠

通

信

於

隋
唐

、

博
徴

典

籍
。

（

マ
欝

　

表
）

 

〔

井

井

序

文
〕

其

建

學
也
、

參
取

唐
制

。

太

寶
學

令
、

左

　

傳

兼
用
服

杜
二

注
、

經

筵
開
講
、

例
進

讀
焉

。

　

〔

島

田

集

解
〕

ー

　

傳

兼
用

服

杜
二

注
、

經
筵

開
講
、

例
進

讀
焉

。

（

〒

鏐
裏
）

 
〔

井

井
序

文
〕

厠
鬮
闥
膕

…
凵

嘗
攷

書

　

冊

之

制
、

三

代

以
上

用

簡

策
、

周

末

至

漢

竹

帛
並

用
、

漢

　

魏

以
後

、

始
用

紙
裝

爲
卷
子

。

　

〔

島

田

装

漬
〕

嘗

考
書

冊

　

爨
、

竹

帛
並

用
、

，

　

　

攀
。

〔

匡
袰
〕

 
〔

井

井
序

文
〕

隋
時

秘
書

閣

書
、

上

品

紅

琉

璃

軸
、

中
品

　

紺
琉

璃

軸
、

下

品

漆

軸
。

圏

…

　
国

冏

国
四
園

圜
囹

闘
网
圏

。

經

庫

皆
鈿

白

牙

軸
、

黄

　

帶

紅
牙

籤
。

史

庫

鈿

青

牙

軸
、

縹

帶

緑

牙

籤
。

子

庫

雕

紫

　

檀
軸
、

紫

帶
碧

牙

籤
。

集

庫

緑

牙

軸
、

朱
帶
白

牙

籤
。

此

　

隋
唐

裝
收

卷
軸
之

制
也

。

　

〔

島
田

装
漬
〕

ー
　
上

品

紅

琉

　

璃

軸
、

中

品

紺

琉

璃
軸

、

下

品

漆

軸
。

大

唐
六

典
云

、

則

經

庫

書
鈿

白

牙

軸
、

黄

帶

紅

牙

籤
。

史

庫

書
鈿

青
牙

軸
、

　

縹

帶

緑
牙

籤
。

子

庫
書

雕

紫

檀

軸
、

紫
帶
碧
牙

籤
。

集

庫

　

書
緑
牙

軸
、

朱

帶
白
牙

籤
。

以

爲
分

別
。

ロ
ー

曽

裏
〕

 

〔

井

井

序
文
〕

廣
川

書

跋

及

岳

珂

寶

眞

齋
法

書
贊
並

云
、

　

唐
許
渾

用

烏

絲

欄
、

書

其

詩

爲

集
。

葢

用

欄
界

、

印

簡

策
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之

遺

意、

殆

肇
於
用

帛
時
而

後

世

仍
之

也
。

〔

島

田

装
漬
〕

廣
川

書
跋
及

岳

倦
翁

寶
眞
齋
法
書
贊
並
云
、ー

　

策

之

遺

意
、

殆

肇
於

用

帛
時

而

後

世

仍
之

。

〔
一

lb
。

O

裏
〜

卜。
一

　

表
〕

 

〔

井

井

序

文
〕

故

臭

志

孫

策

傳

注

引

江

表

慱
云

、

宮

崇

詣

　

闕
、

上

師

于

吉

所

得

神

書

於

曲

陽

泉

上
。

白
素

朱

界
、

號

　

太

平

青

領
道

、

凡

百

餘
卷

。

是
知

用

欄

界
、

遠

在

於
六

朝

　

以

前

矣
。

〔

按
、

「

江
表

伝
」

、

巻

末
の

「

正

誤

表
」

に

「

志

　

林
」

に

改
め

る
〕

〔

島
田

装
漬
〕

又

呉
志
孫

策
傳

注

引
志

林
日

、

宮
崇

詣
闕

、

上

師

　
吉

所

得

神

書

於

曲

陽
泉

上
。

白

素

朱
界

、

號

太

平

青

領
道
、

凡

百

餘

卷
。

（

中
略
）

而

用

止
蠢

界

　
ノ

在

於
六

朝
以

前
矣

。

〔

H
−

卜。

H

裏
〜
卜。

憎

表
〕

 

〔

井
井
序
文
〕

网
圓

園

…
圃

鬮
膕

　

而

皇

國

讀
法

、

不
山

而

用

字

音
、

兼
用

義

訓
、

或
向

上

讀
、

　

或
連

下

讀
、

故
古

者
音
博
士
、

施

朱

點
於

字
四

隅
及

行
間
、

　

以
授

讀

法、

所
謂
於

古
登

點
是
也

。

　

〔

島

田

集
解
〕

點

校

詳

密
、

讀
法

亦

精
。

黐
「

　

不

崙

用

字

音
、

兼
用

義

訓
、

或
向
上

讀
、

或
連

下

讀
、

故ー
　

讀
法

、

所
謂

乎
古
登

點

是
也

。

〔

〒
¢ 。

恥

裏
〕

 

〔

井

井

序

文
〕

卷

子

本
左

傳

亦

然
、

而

木

軸
紫

帶
、

鬮
凵

隅

　　

及

群

書

治

　
要

等

書
、

爨
、

頼

以

避

蠧
濕

也
。

〔
一

−

卜。
一

裏
〜

　
トっ

悼

表
〕

 
〔

井

井
序

文
〕

唐

人

眞

本
、

今

存
皇

國

者
、

除

余

家
漢

書

　

揚
雄

傳

外
、

尾

張

眞

福

寺

有

漢

書

食
貨

志
、

而

田

中
宮

相

　

所
藏
喪
服

小

記

義
疏

爲
天

平
年

間
鈔
本

、

亦

當
唐

開
元

時
。

　
鬨

…
囮

。

而

當

時

音

博

　
士

仍

隋
唐

眞

本
、

施

點

相

授
、

以

貴

傳

統
。

真
本

面

目
、

　

絲
毫
不

改
、

其

零
卷

殘
葉

、

亦

是
吉
光

片
羽

。

　

〔

島

田

舊

鈔
〕

其

ー
雄

　

傳
及

荘

子

刻

意

編

是

也
、

異

同

夥

多
、

極

多

善
處
、

所
謂

　

淵
源

於

隋

唐

者
、

如
左

氏

集

解
、

畷
譲

纛
是
也

。ー
　

ー
、

故

雖

名

爲

傳

鈔

本
、

而

實

　

與
隋
唐

鈔
本
無

異
矣

。

〔

〒
＝
表
〕

　

〔

島

田

集

解
〕

其

斷
簡

零

編
、

ぢ
尚

可

寶

　
。

〔

一

−

窩
表
〕

 

〔

井

井
序

文
〕

而

左

傳
三

十

卷
、

獨

爲

足

本
、

洵

繦

世

之

　

寶
也

。

　

〔

島
田

集

解
〕

而

是

皇

十
、

、

　

、
…

　
存

　
豈

非

　

趨
。

〔
一

−
 

卜。

表
〕

 

〔

井

井
序

文
〕

試

以

宋

本

對

校
、

文

字

異

同

不

尠
、

而

印

　

本
脱
誤

、

可

頼
此

補
正

者

極
多

。

　

〔

島
田

集

解
〕

ー
臘

　

珥
。

口

よ
O

裏
〕

 

〔

井

井

序
文
〕

如

年

首

經

傳
二

字
、

是

始

合

經

傳
時

所

題

　

別
。

其
在

欄
上

、

體
例

固

當
然

也
。

開

成

之

刻

干

石
、

既
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無

欄
界
、

與
本

經
無
別

。

〔

島

田

集
解
〕

故
連

書
之

。

而

北
宋
以

來
刻

本
、

皆

入
諸

欄
内

、

是

誤
之

尤
大

者
也

。

即

如

年

首

經

傳

二

字
、

皆

在

欄
上

、

是
始

合
經

傳

時

所

題

以

別

之
。

其
在

欄

上
、

體

例

固

當

然
也
。

　

開

成

之

刻

于

石
、

既

無

欄

界
、

故
連

書

之
。

而

北

宋
以
來

　

刻
本

、

皆
入

諸
欄

内
、

與

本
經
無
別

。

〔

丁
詔

裏
〕

 

〔

井

井
序

文
〕

園

…
目

參
之

石

經

與
宋

本
。

而

經

注

之

有
異

同

者
、

加

小

圈

于

右

旁
、

一

　

疏
明

。

但

注

中

之

也

等
字

無

關

義

理

者
、

則

畧

焉
、

避

其

煩
也

。

近

儒

之

注

左

氏

者
、

予

所

渉

獵
、

在

皇

朝
則

中

井
氏

積

徳
・

（

中

略
）

皆
有
定

読
、

而

龜

井
氏

最
爲

詳
備

。

在
清
則

顧
氏

炎
武

（

中

略
）

。

若

夫

誇
博

衒

新
、

栩

栩

自
喜

者
、

固

不

足

與
議
。

至

於

以

掠

人

美

爲

嫌
、

則

猶

淺
丈

夫

之
心

也
。

夫
明

治
二

十

六

年
六

月

漸

卿

竹

添

光

鴻

国

　

以
上
の

考
証
に

よ
っ

て
、

『

左

氏

会
箋
』

の

井

井
序

文

は
、

文

章

最

後
の

日

中
左

伝

学
者
の

名
前
を

列

挙
し

て

会

箋
の

編
纂

体
裁

を

説

明
す
る

部

分
を

除
き

、

そ

の

論

述

部
分

の

殆
ど

が
、

島

田

文

か

ら

借
用

し

た

も
の

で

あ
る

こ

と

が

わ

か

る
。

　

　

　
三

　
序
文

附
記

に

見
え
る

島
田

文

の

剽
窃

例

　
さ

ら

に
、

序

文
の

本
文

部
分
の

み

な

ら
ず
、

そ

の

後
ろ

に

附
記

と

し

て

挙

げ

る

金

沢

文

庫

旧

蔵

本

や

宋

本

な
ど

に

関
す
る

考
証

も
、

調

査
し

た

と

こ

ろ
、

殆
ど

島
田

翰
の

「

宋

槧

本

考
」

（

以
下

「
島
田

宋
槧
」

と

略

称
）
、

「

春
秋

經
傳

集
解
二

卷

　
殘
宋

闕
民

字
本
」

（

以

下

「
島

田

闕

民
」

と

略
称
）
、

「

春

秋

經
傳

集

解
二

卷

　
江

公

亮

刻

興
國

軍

刻

本
」

（

以

下

「

島
田

江

公
」

と

略

称
）

、

「

春

秋

經

傳

集

解
二

卷

　
正

中

刻

本
」

（
以

下
「

島
田

正

中
」

と

略
称
）

と

い

う
四

つ

の

文

章
か

ら

借
用
し

た

も
の

で

あ

る

こ

と

が

わ

か
っ

た
。

具
体

的
な
考

証
は

以

下

の

通

り

で

あ
る

。

 
〔

井
井
附

記
〕

金

澤
文

庫

遺
址

在
今
神

奈

川

縣
久

良

郡

　

金

澤
村

、

北

條
實
時
所

創
建
也

。

實
時

世
爲

鎌

倉
右
族
、

　

右

京

權

大

夫

義
時

孫
、

陸
奥
五

郎

實

泰

子
。

建

長
七

年

　

乙

卯
任
越

後

守
、

建

治
二

年
丙

子

卒
、

歳
五

十
三

。

其

　

子

目

顯

時
。

顯
時

子

日

貞

顯
。

文

永
七

年

庚

午

顯
時

除

　

左

近

大

夫

將

監
、

稱

越

後
左

近

大

夫

將

監
。

弘

安
三

年

　

庚
辰

任
越

後

守
。

正

安
三

年

辛
巳

卒
。

貞

顯
正

安
四

年

　

壬

寅
除

中
務

大

輔
、

號
金

澤
大

夫
殿

。

嘉

元

二

年

甲

辰

　

任
越

後
守

。

正

慶
二

年

癸

酉

同

相
模

入

道

高

時

自

盡

於

　

鎌

倉

東

勝
寺

。

實
時

時

有

參

河

守

清

原

教
隆

者
、

音

博

　

士

大

外
記

頼
葉
之

孫
、

助
教
仲

隆
之

季
子

。

家
學
相

承
、

　

以

至

教

隆
。

仁

治
二

年
辛

巳

任

參
河

守
。

建

長
四

年
壬

　

子

除

引

付

衆
。

正

元

元

年

巳

末

授

直

講
。

文

永
二

年
乙

　

丑

卒

於

京

都
、

壽
六

十
七

。

直

隆
・

俊

隆

皆
其
子

也
。

　

其

在

鎌

倉
也

、

參

北

條
氏

幕
政
、

實

時

遇

以

師
礼
而

受

　

業
焉

。

〔

島

田

集
解

・

夾

注
〕

金

澤
文

庫

在

今

神

奈
川

縣
久

良

郡
、

北

條
實
時

所

創
建
。

實
時

世

爲

鎌

倉
右
族

。

實
、
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右

京

權

大

夫

義
時

孫
、

七

年
乙

卯

任
越

後

守

而

陸

奥
五

郎

實
泰

子
也

。

建

長

（

即
宋
理

宗
寶

祐
三

年
）

、

建

治
二

年

丙

子

卒
、

歳
五

十
三
。

其

子
日

顯
時

。

顯
時

之

子

日

貞

顯
。

文

永
七

年

庚
午

顯

時

除
左

近

大

夫

將
監

、

後
左

近

大

夫

將
監

。

弘

安
三

年

庚
辰

任
越

後
守

。

以 稱

正 1越

ー
顯
以
正

安
四

年
壬

寅
除

中
務
大

輔
、

號

金

澤

大

夫

殿
。

嘉
元

二

年

甲
辰

任
越

後
守

。

正

慶
二

年

癸

酉

同

相

模

入

道

高

時

自

盡
於

鎌

倉

東

勝
寺

。

實

時

時
有

參
河

守

清

原

教

隆

者
、

大

外

記

頼

葉
之

孫
、

助

教

仲
隆
之

季
子

。

家
學

相

承
、

以
至

教

隆
。

仁

治
二

年

辛ー
巳

末
授

直

講
。

以

文

永
二

年
乙

丑

卒
於

京

都
、

壽
六

十

七
。

直
隆
・

俊

隆

皆

其

子

也
。

其

在

鎌
倉

也
、

　

氏

幕

政
、

 
〔

井

井
附

記
〕

實
時

遇

以

師
礼
而

受

業
焉

。

　

　

　

參
北

條

ロ

よ
O

表
〕ー
…
］
卷
子

之

制

接

粘

楮
箋

、

毎

張

縱

長
九

寸
三

分
五

釐
、

横

幅
「

尺

六

寸

三

分
。

烏

絲

欄

界
、

界

格

高
七

寸

二

分
、

廣
一

寸
、

欄

外
上

下

倶

一

寸
一

分
。

毎

張

十
六

行
、

行

十
四

十
五

十
六

字
、

注

雙

行
、

廿
】

二

字
不

等
。

〔

島
田

集

解
〕

張

縱

長
九

寸

三

分
五

釐
、

横

幅
一

尺

六

寸

三

分
、

縫
繼

八

釐
許

。

綴

笥
分
「

］

欸

廣
→

寸
。

毎

張

十

六

行
、

不
等

。

々

十
四

十
五

十
亠

ハ

字
、

〔

〒
賃

裏
〜

窃

cn

表
〕

注

雙

行
、

二

十
一

二

字

 

〔

井

井
附

記
〕

又

有
背
記

、

有

標

記
、

有
識

語
。

凡

古

　

紙

堅

緻
、

表

裏
皆

可

書
、

故
抱

朴

子

日
、

洪

家
貧

、

常

　

乏

紙
、

毎

所

寫

皆

反

覆

有
宇

。

而

南

史
云

、

沈

雲

禎

以

　

反
故
抄

寫
、

帥

録
注

疏

家
諸
読
之

及

於

經

傳
者
於

紙

背
、

　

爲

背

記
。

又

標

字

義

句

解
及

經
傳

異

同
於

欄

上

下

及

行

　

間
、

爲

標

記
。

卷

尾

記

其

鈔

讀
起
止

及
其

書

之

所

以

自

　

來
、

爲

識

語
。

大

唐
書

儀
日
、

隋

時

修
文

館

寫

書
、

卷

　

本

間
一

行

留
空

紙
、

毎
一

卷
畢

、

記
名
空

處
。

〔

島

田

舊

鈔
〕

又

卷
子

、

有
背
記

、

標
記

、

識

語
。

古

紙

堅

緻
、

表

裏
皆
可

書
、

故
抱
朴

子

所

寫
、

反

覆
有
字

。

而

南

史
云
、

沈

雲

禎
以

反

故
抄

寫
、

即
録

注

疏

家

諸

論

之

及

於
經

慱

者
於

紙

背
、

爲
背

記
。

又

標

字

義
句

解

及

經

傳

異
同

於

欄

上

下

及
行

間
、

　

讀
起
止

及

其

書
之

所

以
自

來
、

爲
識
語

。ー
　

苺
一

卷
畢

、

記

名
空

處
。

ロ

幽
卜。

表
〕

 
〔

井

井
附
記
〕

圜

鬮

…
団

　

亦

卷

末
隔
一

行

留

空

紙
、

乃

知

古

卷
子

之

制
、

皆
備

于

爲

標
記

。

卷

尾
記

其

鈔

　

　

　

（

中
略
）

大

唐

関
］

又

古

遇

重

文
、

多

省

不

書
、

只

於

下
作

二

畫

以

識
之

。

郷

子

鐘

蛋

蘇

鐘

齊

侯

鉾
鐘

、

欸

識

皆
然

。

印

雖
文

不

相

連

屬

者
、

亦

為
こ

字
。

如

石

鼓

文

君
子

員

邇

獵

員

旋
、

作

君

子

員
こ

遽
こ

員

族

是
也

。

秦

漢
金

石

尚

多
有
之

、

至

唐

以

後

則
亡

、

而

是

卷
子

中

重
文

多

用

二

畫
矣

。

〔

島
田

集

解
〕

古

書
遇

重

文
、

多
省
不

書
、

但
於

下

作
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二

畫
以

識
之

。

郷
子

鐘

盟
飫

鐘

齊
侯

鋳
鐘

、

欺
識

皆
然

。

即

雖

文

不

相
連

屬

者
、

亦

為
ζ

字
。

如

石

鼓

文

君

子

員

　

獵

員

邇

員

游
、

作

君
子

員
こ

獵
こ

員

游

是

也
。

而

秦
漢

　

金

石

多
有

、

至

唐
以

後
則
亡

矣
。

（

中
略
）

是
書
二

字

重

　

文
、

多
於

毎

字
下

加

二

晝
而

識
之

。

〔
一

1
 

心

裏
〜

韻
表
〕

 
〔

井
井

附
記
〕

又

注

中
之

也
・

矣
也
・

也

矣
之

類

極
多

。

　

詩

小

雅
四

月

篇
、

六

月

徂

暑
。

毛

傳、

六

月

火

星

中
、

　

暑
盛

而

往
矣

。

舊
鈔
卷
子

本

玉

燭

寶
典

引

矣
下

有
也

字
。

　

周

禮

地

官

日

至

景

尺

有
五

寸
、

謂

之

地

中
。

鄭
注
、

今

　

頴
川

陽

城
爲

然
。

寶
典
引
然

下
有
之

者
也

三

字
。

春

官
、

　

以

冬

日

至
、

致
天

神

人

鬼
。

鄭
注
、

致

人

鬼

於

祖

廟
。

　

寶
典

引

廟

下

有
之

也

矣
哉

也

乎
也

七

字
。

其

他

唐
鈔

楊

　

雄

傳
注
、

金

澤

文

庫

卷
子

本

文

選

注
、

皆
多

有
語

辭
。

　

盖

先

儒

傳

注

之

躰
、

毎
於

句

絶

處
、

乃

用

語

辞

以

明

意

　

義
之

深

淺

輕

重
、

而

後
人

不

察

焉
、

視
爲

繁

蕪
。

及

刻

　

書
漸

行
、

園
団

圏
鬮、

於

是
務

芟
語

辭
、

以

省
其
工

、

　

而

古
意

掃
地

矣
。

〔

島

田

集
解
〕

又

是

日

之

也
・

矣
也

・

也

矣
之

類
極

多
。

詩

小

雅
四

月
、

六

月

徂

暑
。

毛

傳
、

六

月

火

暑

中
、

暑

盛
而

往
矣

。

玉

燭

寶
典
引
矣

下

有
也

字
。

（

中

略
）

周
禮

春

官
、

以

冬

日

至
、

致
天

神

人
鬼

。

鄭

注
、

致

人
鬼

於

祖

廟
。

寶
典

引
廟

下

有
之

也

矣
哉
也

乎

也
七

字
。

地

官
、

日

至

景

尺

有
五

寸
、

謂

之

地

中
。

鄭

注
、

今

頴
川

陽

城

爲

然
。

寶

典
引

然
下

有
之

者

也
三

字
。

（

中
略
）

其

他

唐

鈔

本

楊

雄

傳

注
、

金

澤
文

庫

卷
子

本

文

選

注

等
、

皆

多

有
語

辭
。

（

中
略
）

盖

先
儒
注

躰
、

毎
於

句

絶
處
、

逓
用

語

辞
以

明

意

義
之

深

淺
輕
重

。

（

中
略
）

而

薯
人

不

察

焉
、

　

視
爲

繁
蕪
、

廼

擅

刪

落
加

之
。

及

刻
書

漸

行
、

マ

略

語ー
　

無

舞
。

ロ

凸
帆

裏
〜

鬻
表
〕

 

〔

井

井

附

記
〕

又

卷
子

中

多
用

異
字

、

如

爾

作

余
、

肉

　

作
宍
、

殺
作

熬
、

包

作
苞

、

協

作

葉
、

叔

作

外
、

禮

作

　

礼
、

役

作

俣
之

類
是

也
。

至

經

作
經

（

工

⇒

二
）
、

傳
作

　

傳
、

興

作

興
、

春

作

眷
、

夷

作

喪

之

類
、

則

皆

齊

梁

問

　

通

作

俗

字
。

而

唐
諱

則

多
闕

焉
。

後

魏

書

稱
、

世

易

風

　

移
、

文
字
改

變
。

篆
形

謬

錯
、

隷

體
失

眞
。

俗

學
鄙

習
、

　

復
加

虚

巧
。

談

辯

之
士
、

又

以
音
心

説
。

眩

惑

於

時
、

難

　

以

釐

改
。

宋

景

文

筆

記

日
、

後

魏
北

齊

時
、

里

俗

作
僞

字

最

多
。

鬧
鬪

ー

　
…

鬥

閨
因

。

是
其

源
出

於
六

朝

亦
可
知

矣
。

〔

島
田

集
解
〕

又

卷

子

中

多

用

異
字

、

如

爾

作

余
、

肉

作
宍
、

鄒

作

郢
、

鼎

作
鼾

、

殺

作

熬
、

包

作

苞
、

協

作

鋼
、

荘

作
症
、

叔

作

殊
。

玉

篇
、

干

禄

字

書
、

文

宇

指

歸
、

廣

韻
、

集

韻
、

龍
龕
手

鑑

可

斛
也

。

又

別

有
壊

字

缺

字
、

如
經

作

經
（

工

→

二
）

、

傳
作

傳
、

興

作
興
、

春

作

眷、

牆

作

墻
、

ー

譌

剽。

當
時

金
石

碑
版

成
此

軆
（

夾
注

省

略
）

。

後
魏

書

稱
、

世
易

風

移
、

文

字
改

變
。

篆
形

謬
錯
、

隷

體
失

真
。ー

惑

於
時

、

難
以

釐

改
。

宋

景
文

筆
記

日
、

後
魏

北
齊

時
、
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里

俗

作
僞

字

最

多
。

（

中
略
）

是

其

源
出

於

六

朝
亦
可

知

　

矣
。

〔

一

−
 

ω

表
〜

挈
表
〕

 
〔

井

井
附

記
〕

囚

凵
H
鬮
鬨
園

…
闍

于

篇
、

及

後

屡

見

則

改

從
宋

本
、

避

好
異

之

嫌
也

。

所

對

校

宋

本

凡

四

通
、

　一

爲

闕

民

字
本
、

今
僅

存

卷

第
二

十
及

卷

二

十

九
。

字

体

端

嚴
、

書
法

撫

魯
公

、

紙

質

浄

緻
、

墨

光
煥

發
、

盖

北

宋

監

本
也

。

毎

半
頁

六

行
、

行

十
五

字
。

注

雙

行
、

十

五

字
。

界

長
七

寸

五

分
、

幅
五

寸

四

分
五

釐
、

避

諱

自

民

字
至

徴

字
、

板
心

有

刻
工

陳

元

孔

溥
氏

名
。

〔

島

田

闕
民
〕

而

。

唄
川
二

卷
。

鬟、

穰
。

（

中

略
）

今
僅
存
卷

第
二

十
及

卷
二

書
法
撫

魯
公

、

紙

質

浄
緻

、

四

周

單
邊

、

毎

半
頁
六

行
、

行

十

　

五

字
。

注

雙

行
、

十
五

字
。

界

長
七

寸

五

分
、

幅
五

寸

　

四

分
五

釐

以
至

五

寸
五

分
、

參
差

不
一

。

（

中
略
）

鰹
d

　

有
刻
工

陳

元

孔

溥
氏

名
、

而

正

宗

覆
本

無
之

。

〔

卜。

lN

 

表

　

〜

裏
〕

 
〔

井
井

附
記
〕

一

爲
正

中
覆
宋

本
、

是

覆
上

記

北

宋

本

者
。

　

卷

末

有
正

中

二

年

巳

丑

仲
春

釋

圓
澄

重

刊

記
。

經
文

直

　

與

杜
序
相

接
、

民

作

艮
、

弘

作

弘
、

殷

作

殷
、

玄

作

玄
、

　

匡

作

匡
（

闕

末

筆
）

、

筐

作
筐

（

闕

末
筆
）
、

恒

作

悟
、

　

貞

作
貞
（

闕
末

筆
）

、

愼
作

愼
（

闕
末

筆
）
、

徴
作

徴
（

闕

末

筆
）

。

皇

國
正

中
二

年
、

百

八

十

年

矣
。

〔

島
田

正

中
〕

　

中

　
宀

本
當

元

泰

定
二

年
、

距

今
殆

五

是
正

中
一

申

巨
、

北
宀

闕

ー
、

ill隆靉
　

　

　

跋
云

仍

宋
本
之

次

第
也

。

民
作

艮
、

弘
作

弘、

殷
作

殷
、

玄

作

玄
、

匡
作

匡
（

闕

　

末

筆
∀

、

筐

作

筐
（

闕

末

筆
）

、

恒

作

悟
、

貞
作

貞

（

闕

　

末

筆
）

、

愼

作
愼
（

闕
末
筆
）

、

徼
作

徴
（

闕

末

筆
）

。

（

中

　

略
）

爲

正

中
二

年
正

中
二

年

即

當
元

泰

定
二

年

、

距

今

殆
五

百

八

　

十

年
。

〔

ω

亠
α

表
〕

 
〔

井
井
附

記
〕

一

爲

江
公

亮
本
、

嘉
定
六

年
江

公

亮

所

刊
。

　

卷

末
有

江

跋

云
、

臨

川

舊
有

版

行
五

經
三

傳
、

比

他

郡

　

者

爲
精

好
、

歳

久

浸

底
磨

滅
。

公

亮
選

庠

序
生

員
、

重

　

加

校

讐
、

閲

歳

始

辨
。

嘉
定

六

禊

閏
月

上

澣
、

三

衢

江

　

公

亮

謹

記
。

　
＝
爲

興

國

軍

學

本
、

嘉
定
九

年
刻

於

興

國

　

軍

學

者
。

嘉
定

丙

子

聞

人

摸
跋

云
、

本

學
五

經

舊
版
、

　

乃

僉
樞
鄭
公

仲
熊

分
教
之

日

所

刊
、

實
紹

興
壬

申

歳
也

。

　

歴

時

浸

久
、

字

畫

漫
滅

。

且

缺

春

秋
一

經

云

云
。

廼

按

　

監

本

及

參

諸

路

本
而

校

勘

其
一

二

舛

誤
云

云
。

毎
張

十

　

六

行
、

行

十

七

字
。

注

双

行
、

十
七

字
。

左

右
双

邊
、

　

界

長
七

寸
三

分
、

幅
四

寸
九

分
。

其

行

欺

與

江
公

亮
本

　

同
。

弘

殷

玄

匡

筐

恒

貞
愼

槙
徴
譲
襄

桓

完

疸

構

覯

敦

闕

　

末

筆
。

毎
葉

板
心

有

刻
工

氏

名
。

末

尾

附

經
傳

識

異
。
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〔

島
田

江
公
〕

所
謂

江

公

亮
本

者
、

嘉
定
六

年
江

公

亮

所

刻
。

其

原
盖
出

於

北

宋
闕
民

字
本

、

而

異
同

大

率

相
同

。

卷
末

有

江

跋
云

、

臨

川

舊

有

版

行
五

經
三

傳
、

比

他

郡

者
爲

精

好
、

歳

久

浸
底

磨

滅
、

幾
不

可

讀
。

公

亮

來

守

是
邦
、

（

中
略
）

選

庠
序
生

員
、

重

加

校

讐
。

樽
節

用

度
、

銖
積
寸

累
、

以

供

其
費
、

閲

歳
始

辨
。

（

中

略
）

劉

禊

閠

月

上

澣
、

三

衢
江
公

亮
謹
記

。

一

爲

興
國

軍
學

本
、

嘉
定

九

年

刻

於

興

國
軍

學

者
。

聞
人

摸

跋

云
、

本

學
五

經

舊

版
、

乃

僉

樞

鄭
公

仲
熊

分

　
之

日

所

刊
、

實
紹

興

壬

申

歳
也

。

歴
時

浸
久

、

字
畫

漫
滅

。

且

缺
春

秋
｝

經
。

（

中

略
）

（

中

略
）

廼

按
監
本

及

參

諸
路
本

而

校

勘
其
一

二

舛

誤
。

左

右
双

邊
、

毎

張

十

六

行
、

行

十
七

字
。

注

双

行
、

十
七

字
。

界

長
七

寸
三

分
、

幅
半

版
四

寸

九

分
。

其

行

欸

與
江

公

亮

本

同
。

（

中
略
）

係

元

和

以

後
補

鈔
。

弘

殷
玄

匡

筐

恒

貞

愼

徴

譲

襄
桓

完

疸

構

覯
敦
闕

末

筆
。

ー）
。

〔

卜。

山

刈

表

〜
卜。

°。

裏
〕

 
〔

井

井
附
記
〕

以

上

四

本
、

大

抵
相

。

五

代

會
要
云
、

　

後

唐
長

興
三

年
二

月

中

書

門
下

奏

請
、

依

石

經

文

字

刻

　

九

經

印

板
、

勅
令

國

子

監
、

集
博

士

儒

徒
、

將

西

京

石

　

經

本
、

各
以

所
業

經

句

度
、

抄
寫

注

出
、

子

細

看

讀
。

　

然

後
顧

召
能

雕
字

匠
人
、

各

部

隨
帙
印

板
、

廣

頒
天

下
。

　

晁

公

武

石

經
考

異

序

云
、

唐
太

和

中

刻

十
二

經
、

立

石

　

國

學
。

後
唐

長
興
中
、

詔

國
子

博
士

田

敏
、

校

諸

經
、

　

鏤
之

板
。

故
今

世

大

學
之

傳
、

獨

此

二

本

爾
。

由

是

而

知
、

及

長
興

監

本
乃

原

於
石

經
。

而

宋

時

墨

版
、

盡

出

於
石

經
、

與
長
興

本

無

異

乎
。

其
躰

樣
相

肖
、

而

異

同

亦

相

若
也

。

鬮

…
鬩

。

〔

島

田

宋

槧
〕

五

代

會
要
云
、

後

唐

長
興

三

年

二

月

中
書

門

下

奏
請

、

依
石

經
文
字

刻
九

經
印

板
、

勅
令
國
子

監
、

集
博
士

儒

徒
、

將
西

京

石

經
本

、

各

以

所

業

經

句

度
、

抄

寫

注

出
、

子

細

看

讀
。

然
後

顧

召

能

雕

字

匠

人
、

各

部
隨

帙
印

板
、

廣
頒
天

下
。

（

中
略
）

晁

公

武

石

經

考
異

序

云
、

唐

太

和

中

刻

十
二

經
、

立

石

國

學
。

後

唐

長
興

中
、

詔

國

子

博
士

田

敏
、

與
其

僚
校

諸

經
、

鏤

之

板
。

故

今
世
大

學

之

傳
、

獨

此

二

本

爾
。

由

是

方

知
、

長
興

監

本
乃

原
於

石

經
。

而

宋

時
槧

版
、

盡

出

於

石

經
、

與

　

長

興

本
無

異

乎
。

其

躰

樣

相

似
、

而

異
同

亦

相

若

也
。

 
〔

井

井

附

記
〕

其

餘
祕

府

所
儲
左

傳
、

尚

有

宋

淳

熈

丙

　

申

種

徳
堂

坿
釋
文

本
、

及

舊
鈔

本

數
通

。

某

家

又

藏

宋

　

建

安
劉

叔
剛

刊

注

疏

薈
本

。

余

亦

藏

元

槧

林

堯

叟

直

解

　

七

十

卷

本
。

但
劉

本

則
山

井
氏

彝
考

文

已

引

之
、

直

解

　

本

則

無

甚

異

同
。

如

種
徳

堂

本

及

舊

鈔

本
、

　一

則
宋

時

　

坊

本
、

　一

則

不
過

從

舊
刊

覆
江

公

亮

本

傳

鈔

本
、

故

概

　

從

省
。

　

〔

島

田

江
公
〕

祕

爨
、

浩

如

烟

海
、

而
左

氏

　

ー
（

夾

注

省

略
）

、

　

及

舊

鈔
本

數
通

（

夾

注

省
略
）

。

直

解
七

十

卷
本

（

夾

注

省
略
）

。

　

　
　

叔

剛

刊

注

疏

薈

本
、

及
宋

槧

明
正

徳
修

十
行

本

等
、

合
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之

當

得
八

九

通

矣
。

但
劉

本

十

行

本
、

則

山

井

氏

彝
考

文

已

引

之
、

直

解
本

則
隱
括

開
成
石

本
成

書
者
、

（

中
略
）

爨
郷

矣
。

其

餘

如
種

徳
堂

本

及

舊
鈔

本
、

　
一

則
宋
時

坊

本
、

「

則
不
過

從
舊
刊

覆
江
公

亮

本
傳
鈔

、

　

故

善

處
亦

廖
々

焉
。

（

中

略
）

於

元

本

以

下

概

從
省

。

冨

　
−

旨
表
〜

裏
〕

 
〔

井
井

附
記
〕

昔

時
典

籍
之

舶

載
者
、

自

藤
原

佐
世

見
在

　

書

目
、

以

至

通

憲

藏
書

目
、

其

所

著
録

、

概

皆

堙

晦
亡

　

佚
、

不

可

復

問
。

〔

島

田

集
解
〕

抑

昔

時

典

籍
之

舶

載

者
、

自

藤

原

佐
世

　

見

在

書

目
、

以

至

通

憲

藏

書
目
、

其

所
著

録
、

亦

復

何

　

限
、

而

概

皆
堙

晦
亡

佚
、

不

可

復

問
。

冨

よ
O

裏
〕

 

〔

井

井

附

記
〕

而

左

傳
三

十

卷
、

獨

存
爲

清

原
氏

相
傳

　

之

本

以

授

北

條
氏

、

完

存

于
金

澤

文

庫
。

及

徳
川

氏

定

　

覇
、

収
入

紅

葉

山

文

庫
。

今
則

升

爲

御

庫

物
、

殆

有
神

　

物
呵

護
之

者
。

　

〔

島

田

集

解
〕

ー

　

川

鬱
。

明

治
之

初
、

収

爲
内

閣

記

録
局
千

　

代
田

文

庫

藏
。

二

十
四

年
納

諸

宮

内

省
圖

書

寮
、

巓

　

蘿
郁

、

嶄

然
爲

壓
庫
物

矣
。

冨
−

詔
表
〕

　

〔

島

田

集

解
〕

ー
如

有

神

物

在
々

處

　

々

呵

護
之

者

然
。

〔

卜。

1
 

O

裏
〕

 
〔

井

井

附

記
〕

惟

夫

祕

府

所

儲
、

學

者
末

由

寓

目
。

此

　

淺
學

余
之

所
以

請

觀
於

祕
府

、

校
其

異
同
、

仍

其
體
式
、

　

成
此

會
箋
之

書
也

。

光

鴻
。

〔

島
田

集
解
〕

惟

夫

祕

府
所

儲
、

非

人

間

可

得
而

窺
、

學
者

莫
由

寓

目

自

己
。

此

我

師

所

以

請

觀

於

祕

府
、

以

宋

本

再

三

對

校
、

對

其
異

同
、

　

其

體
式
、

以

是

爲

藍

本
、

而
、

會

　
之

目

也
。

明

治
三

十
三

年
太

歳

庚

子

夏

六

月

十
八

日

島
田

翰

謹
藁

。

冨

よ
O

裏
〕

　

以

上

の

考
証

に

よ

る

と
、

『

左

氏

会

箋
』

序

文

末
尾

に

添

付
さ

れ

た

附
記

部

分
の

文

章
で

、

井
井
の

オ

リ
ジ

ナ
ル

の

文
章
と

し
て

認

め

ら

れ

る

の

は
、

 
「

御

府
舊
鈔

卷
子

金

澤

文
庫

本
左

傳
三

十

卷
、

乃

其

所
授

諸

經
之
一

也
」

、

 
「

是
舊

鈔
左

傳
三

十
卷

、

雖

不

記

寫
者

名
、

亦

卷
末

隔
一

行

留
空

紙
、

乃

知

古
卷
子

之

制
、

皆

備

于

此

書
矣
」

、

 
「

而

唐
諱

則

多
闕

焉
」

、

「

據
此

則

俗

躰

訛
文

之

行

六

朝

爲
甚

、

而

卷

子

中

比

比

有
之

矣
」

、

 
「

今
亡

論

異
字

俗
字
於

其

始
出
、

皆
著
于

篇
及

後
、

屡
見
則

改

從
宋

本
、

避

好
異

之

嫌
也

。

所
對

校
宋

本
凡

四

通
」

、

 
「

故

會
箋
中

撼

稱
宋

本
、

不

復
一

一

識

別
」

な

ど

の

ご

く

僅
か

な

分
量

し

か

な
い

こ

と

が

わ

か

る
。

　

　

　
四

　

『

左

氏

会
箋
』

編
纂
に

対
す
る

島
田

翰
の

言
及

　
す

で

に

前

文

に

も

述
べ

た

よ

う
に

、

『

左

氏

会

箋
』

の

初

版
は

明
治

三

十
六

年

で

あ

り
、

『

古
文

旧

書
考
』

の

初
版
は

明
治

三

十

人

年
で

あ
る

。

井

井
が

直

接
『

古
文
旧

書
考
』

か

ら

文

章
を

盗
用

し

た

と

は
、

ま

ず
考
え

ら

れ

な
い

。

　
と

こ

ろ

が
、

井
井

序
文

は

自
作
に

基
づ

い

て

書
い

た

も
の

で

あ

り
、

自

分
こ

そ

『

左

氏

会

箋
』

の

事
実
上
の

編
著

者
で

あ

る

と
、
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島
田

翰
本
人

に

度
重
な
る

主

張
を

行

な
っ

て

い

た

の

で

あ

る
。

ち

な

み

に
、

島
田

翰
は

、

『

古

文

旧

書

考
』

を

編

集

す
る

際
、

「

春

秋

經

慱

集

解
三

十

卷

　
巻
子

本
」

（

落

款
に

よ

っ

て

本

篇
は

明

治

三

十
三

年
の

作
で

あ

る

こ

と

が

分
か

る
）

の

文

末
に

、

わ

ざ
わ

ざ

次

の

よ

う
な

文

章
を

新
た

に

書
き
加

え
た

の

で

あ

る
。

　

翰
年
二

十
有
二

、

奉
命

問
丈

、

草
師

翁
左
氏

會
箋
提

要
十

二

篇
、

是
文
及

書
冊

装
横

考
則
其
一

也
。

今
茲

初
夏

、

翰
之

將
遊

燕
京

也
。

夫

子

召
翰

泣
謂
日
、

汝
之

致
力

於
我

會
箋

、

亦
可

謂

至

矣
。

庚
寅
之

冬
、

予

三

校
祕

府
卷
子

本
左

氏

傳
徃

歳
汝

又

代

予
復
六

校
之

、

予

年

老
、

懶
於

檢
尋

諸
書

、

汝
於

是
乎

有
提

要
之
作

。

點

校
之
勞

、

捜
討
之

難
、

亦

惟
汝
是

頼
。

予

將

加
汝

提
要
於

會
箋

末
、

使

後
人

知
予

之

所

以
啓
迪

訓
導

於

汝

者
。

獨

奈
汝

以
不

謹
卒
陷

大
禍

何
。

就
汝
提

要

抄

撮
其

最
是

者
、

置
之
自

序
後

、

則
是

爲
是
也

。

然
使
此
罹

鼠
喫

噂

餐
之
厄

、

亦

予
之

所
不
忍

。

宜

留
汝

藁
於

集
中

。

翰
唯
退

而

泣
日
、

予
之

奉
遺

命
始

執
贄
於

夫
子

也
。

夫
子

以

爲
可

教
、

盡

其

所
藏
祕

笈
以

讀
書
翰

、

々

之
厄
於

足

利
也

。

夫
子

以

身

護
翰

、

況
夫

子
以

學
海

耆
宿

、

徴
文
於

黄
口

小

児
如

翰
者

、

其

盛
意
果
爲

何
如
也

。

是

録
之

成
、

即
謹
奉

夫
子

之

盛

意
、

加
之

於

舊
鈔
本

考
之

中
、

以
告

後
之

爲

師
爲
弟
子

者
。

三

十

六

年
歳

次
癸

卯
冬

十
一

月

翰
又

記
。

こ

の

記

述
に

よ

れ

ば
、

井

井
が

金

沢

本
を

見

た

の

は
、

「

庚

寅
之

冬
」

、

つ

ま

り

明

治
二

十
三

年

（

一

人

九

〇
）

、

『

左

氏

会

箋
』

が

出

版
さ

れ

る

十
二

年
も

前

の

こ

と

で

あ
る

。

そ
の

後
、

ほ

か

な
ら

ぬ

自
分
が

六

度
に

渉
っ

て

諸
本

の

異
同
を

丁

寧
に

調
べ

直
し

た
。

文
に

井
井
の

セ

リ
フ

と
し

て

「

點
校
之

塋
、

捜
討

之

難
、

亦
惟
汝

是

頼
（

点

校
の

労
、

捜

討
の

難
、

亦
た

惟
だ

汝
を

是
れ

頼
る

ご

と

記
し

た

の

も
、

自

分
こ

そ

が
、

『

左

氏

会

箋
』

の

事
実

上
の

編

著
者
で

あ
る

と
、

強
く

示

唆
し

た
か
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

さ

ら

に
、

上

記
の

記

事
を

読

む

と
、

当

初
、

『

左

氏

会

箋
』

が

刊
行
さ

れ

る

際
に
、

島
田

翰
の

「

左

氏

会

箋
提

要
十
二

篇
」

を
、

会
箋
の

巻
末
に

収
録

す
る

と

い

う
約

束
が

交
わ

さ
れ

て

い

た

よ

う

で

あ
る

。

だ

と

す
れ

ば
、

島

田

翰
に

と
っ

て
、

作
者
の

名
に

連
な

る

こ

と
こ

そ

な

さ

れ

な

い

も

の

の
、

少

な
く

と

も
こ

の

よ

う
な
形

で

自
分
が

『

左

氏

会
箋
』

に

対
し

て

大

き
く

貢

献
し

た

こ

と

が

認

め

ら

れ

る

は

ず
だ
っ

た

の

で

あ

る
。

と

こ

ろ

が

い

ざ
蓋

を

開
け
て

み

れ

ば
、

掲
載
さ

れ

る

ど

こ

ろ

か
、

島

田

翰
の

提

要
が

、

井
井
に

よ

る

切

り

貼
り

を

経
て

井
井

序
文

や
附

記
と

化
し

、

島
田

翰
の

名

前

は
、

ど

こ

に

も

載
せ

ら

れ
て

い

な

か

っ

た
。

「

獨
奈

汝

以

不

謹

卒

陷
大
禍

何
（

独

り

汝
の

不

謹
を

以
て

卒
に

大

禍
に

陷
る

を

奈
何

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　り

せ

ん
）

」

と

い

う

井
井

が

泣

き

な
が

ら

発

し

た

言
い

訳

が
、

強

烈

な

性
格
の

持

ち
主

で

あ

る

島
田

翰
を

承

服

さ

せ

た

と

は
、

到

底
考

え

ら

れ

な
い

。

　

現
実

で

は

井
井
に

逆
ら

う
こ

と

が

で

き
な
い

。

し

か

し
、

島
田

翰
は
、

明

治
三

十

八

年
に

出

版
し

た

『

古
文

旧

書

考
』

に
、

自
分

が

如
何

に

『

左

氏
会

箋
』

の

編

著
に

深
く

関
わ
っ

て

い

た

か

を
、

所
々

（

主

に

前

掲
し

た

諸
文
）

飄
々

と

言

及

し

て

い

た
。

そ

れ

ら

の

文
章
に

お
い

て
、

表

面

上

で

は

師
の

井
井
に

対

し

て

尊
敬
の

意
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を

表
明

し

続
け

て

い

る

が
、

「

使
後

人
知

予

之

所

以

啓

迪

訓
導
於

汝
者

（

後

人
を

し

て

予

の

汝

に

啓

迪

訓

導
せ

ら
る

所
以

を

知
ら

し

む

ご

と

い

う

よ

う

な

普

通
の

師
弟

関

係
で

は

あ
り

得

な
い

言

辞

か

ら

み

る

と
、

島

田

翰
の

心

に

は
、

や

は

り

『

左

氏

会

箋
』

の

編

著
過

程
に

お

け

る

自

分
が

果
た

し

た

重

要
な

役

割
を
、

ど

う

し

て

も

後
人
に

伝
え

た

い

と

い

う
気

持
ち
が

、

依
然
と

し

て

強

く

保
た

れ
て

い

た

こ

と

が

推
察
で

き

る
。

　
さ

ら

に
、

島

田

翰
は

、

『

古

文
旧

書

考
』

巻
三

「

春

秋

經

傳
集

解
正

中

刻
本
」

に
、

次
の

よ

う

な
エ

ビ

ソ

ー

ト

も
書
き

残
し

て

い

る
。

　

是
書
、

予

獲
之

於

新
井

君
政
毅

。

壬

寅
之

夏
、

予

奉

命
間

丈
、

將

製

師
翁
左

氏

會

箋
異
同

考
、

持
以

在
小

田

原
荒
久

之

荘
、

九

月
二

十

八

日
、

飃

風
忽
起

、

狂
濤

滔
天

、

湘
南

十
里

之

地
、

伏
尸

相

接
。

擧
師

翁
古

器
珍

玩
、

及

是

書
首
巻

至

巻

第
十
六

十
五

冊
、

盡

隨
怒
濤
去
、

遂

與

蒼
草
同

撕
滅
於

終
古

、

良

可

歎
也

。

「

壬

寅
之

夏
」

と
は

、

明

治
三

十
五

年
（

一

九

〇
二
）

の

夏
の

こ

と

を

指

す
。

「

將

製
師
翁
左

氏

會
箋

異
同

考
（

将
に

師

翁
の

左

氏

会

箋
異
同

考

を

製
せ

ん

と

す
）

」

と

は
、

島
田

翰
が

自

分
が

こ

の

年
に

『

左
氏

会

箋
』

を
編

著
す

る
最

中
に

あ
っ

た

と

い

う
意
味
で

あ

ろ

う
。

前

挙
の

明

治
三

十
六

年
の

島
田

文

と

合
わ

せ

て

み

る

と
、

井

井
が

序

文
に

お

い

て

示
し

た

明
治
二

十
六

年
と
い

う

『

左

氏

会

箋
』

の

成

書

年
は
、

嘘
で

あ
る

こ

と

が

わ

か

る
。

　

さ

ら

に
、

島
田

翰
の

記
述

に

よ

れ

ば
、

こ

の

年
の

九

月

二

十

八

日

に
、

井
井

が

隠

居
し

て

い

る

小

田

原
が

津

波
に

見

舞
わ

れ
、

井

井
の

蔵
書
や

骨
董

品
も

す
べ

て

波
に

呑

ま

れ

て

し

ま
っ

た
。

唯
一

救
わ

れ

た

の

は
、

こ

の

新

井
政

毅
か

ら

譲
ら

れ

た

正

中

本

『

左

氏

春
秋

集
解
』

の

半

分
の

み
で

あ

る
。

　

も

し

井
井

別
荘
が

津
波
に

よ

っ

て

流
さ

れ

た

と

い

う

こ

と

が

事

　

　

　

　
ロ
ア　

実
で

あ

れ

ば
、

現
存
し

て

い

る

井
井
の

『

左

氏

会

箋
』

関

係
の

稿

本
資

料
は
、

大

津
波
の

時
に

井

井
の

小

田

原

宅
に

置
か

れ

て

い

な

か

っ

た

こ

と

が

推
察
で

き

る
。

つ

ま

り
、

井

井
自

身
が

作

成
し

た

資
料

は
、

恐

ら
く

『

左

氏

会
箋
』

の

事
実
上

の

編
纂

者
で

あ

る

島

田

翰
の

手

元
に

あ

り
、

そ

れ

に

よ
っ

て

幸
い

に

も
大

津
波
の

難

か

ら
逃
れ

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う
。

　

も

ち

ろ

ん
、

こ

の

推

測
を

証
明
で

き
る

実
物

も

存
在
し

て

い

る
。

井

井
蔵
書
の

一

つ

で

あ

り
、

島

田

翰
が

『

左

氏

春
秋

集

解
』

の

諸

本
の

異
同

を

調
べ

る

時
に

使
用

し

た

慶
長

版
活

字
本
が

、

現
在

武

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
むり

蔵
大

学
図

書
館
の

蔵

書
に

な
っ

て

い

る
。

し

か

も
こ

の

『

左

氏

会

箋
』

に

全

く

言
及

さ

れ

て

い

な

い

慶
長
本

こ

そ

は
、

島
田

翰
が

各

本

の

文

字
異
同

を

調
べ

た

底

本
で

あ
っ

た
。

残

念
な

が

ら
、

筆
者

は

現

段

階
で

は

ま

だ

こ

の

慶

長
本
を

閲

覧
す
る

機
会
に

恵

ま
れ

て

い

な
い

。

し

か

し
、

『

左

氏
会

箋
』

に

記
さ

れ

て

い

る

文

字

異

同

の

信
憑

性
を

確
か

め

る

に
、

金

沢

旧

蔵

本
と

慶

長

版
活

字

本
と

の

再
校

勘
も
欠
か

せ

な

い

に

違
い

な

い
。

　

さ
て

、

大

津
波
に

見

舞
わ

れ
、

す
べ

て

の

蔵

書
を

失
っ

た

竹

添

井

井
に

と
っ

て
、

『

左

氏

会

箋
』

の

完
成

と

公

刊
は

、

恐
ら

く

己

の

入

生

の

集
大

成
で

あ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

彼
が

如
何

な
る

思
い
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で

島

田

翰
と
の

約

束
を

破
り
、

『

左

氏

会

箋
』

か

ら
彼

の

「

提

要

十
二

篇
」

を
除

外
す

る

と

い

う

決
断

を
下

し

た
の

か
、

今
に

な
っ

て

は

知
る

由
が

な
い

。

し

か

し

な
が

ら
、

彼
が

「

提
要

十
二

篇
」

を

切
り

貼

り

し

て

急

い

で

作
成
し

た

序
文

と

附

記
の

中

に
、

自
分

が

『

左

氏

会
箋
』

の

編
著

者
で

は

な

い

証

拠
を

、

不

用

意
に

も
自

ら
残

し

て

し

ま
っ

た

の

で

あ

る
。

証

拠

に

な

る
の

は
、

下

記

の
一

文
で

あ
る

。

是
舊
鈔
左

傳
三

十
卷

、

雖

不
記

寫
者

名
、

亦

卷

末
隔
一

行
留

空
紙

、

乃

知
古

卷
子

之

制
、

皆
備

于

此

書
矣
。

こ

れ

は
、

ほ

ん

の

僅
か

な

井
井
オ

リ

ジ

ナ

ル

の

文

章

中
の
一

文
で

あ
る

。

恐

ら

く

井
井
が

こ

の

文

を

書
き
添

え

た
の

は
、

金
沢

本
の

由

緒
の

正

し

さ

を

よ

り

明

確
に

指

摘

し

た

か
っ

た

か

ら

で

あ

ろ

う
。

し

か

し
、

「

不

記

寫

者

名

（

写

者
の

名

を

記

さ

ず

ご

と

い

う
の

は
、

長
ら

く

金

沢
本

を

見
て

い

な
か
っ

た

井
井
の

全
く

の

勘

違
い

で

あ

る
。

実
は

金

沢

本
の

巻
末
の

多
く

に

は
、

書
写

奥
書
が

存

在
し

て

い

た

の

で

あ
る

。

例
え

ば

巻
八

に

は
、

次
の

よ

う
な

奥

書
が

記

さ

れ

て

い

る
。

文

永

元

年

四

月

二

日

書

寫
了

　
三

位

清
原

直

隆

し

か

も
、

『

左

氏

会

箋
』

が

出

版
さ

れ

る

際
、

旧

鈔

本
の

奥

書
も

ま
た

翻
字

の

上
、

各
巻

末
に

附

さ
れ

て

い

た
。

も
し

井
井

が

『

左

氏

会
箋
』

の

最

終
編

纂
に

関
わ
っ

て

い

た

と

し

た

ら
、

恐
ら

く
こ

の

よ

う
な
単

純
ミ
ス

を
犯

す
こ

と

は

な

か

っ

た

で

あ

ろ

う
。

　

最
後

に

も

う

＝
茜

付
け

加

え

る

と
、

『

左

氏

会

箋
』

の

編
纂
を

最
後
ま

で

島
田

翰
に

任
せ

切
っ

た

の

は
、

皮
肉

に

も

井
井
に

と
っ

て

全

く
も
っ

て

取

り

返

し

の

つ

か

な

い

失
策
と

な
っ

て

し

ま
っ

た

の

で

あ

る
。

な
ぜ

な
ら

ば
、

実

は

『

要

旨
』

の

中
で
一

番
高

く
評

価
さ
れ

て

い

た

金

沢

本
の

整
理

及

び

諸

本
文

字
校

勘
に

、

信
じ

が

た

い

よ

う
な

捏
造

が

あ
っ

た

か

ら

で

あ

る
。

ま

ず
一

つ

に

は
、

す

で

に

長

澤
規

矩
也

氏

が

指

摘
し

た

よ

う
に
、

『

左

氏

会
箋
』

に

記

す
宋

本
（

闕
民

字

本
）

と

正

中
本

（

園
澄
本
）

と

は
、

実
は

島
田

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ
　　

翰
が

捏
造
し

た

烏
有
の

本
で

あ

る

こ

と

が

判

明
し

た
。

も

う
一

つ

に

は
、

『

左

氏

会

箋
』

の

底

本

で

あ
っ

た

金

沢
本

そ
の

も
の

が
、

『

左

氏

会

箋
』

が

主
張

し

た

「

隋
唐
の

遺

経
」

で

も

な
け

れ

ば
、

後
に

『

古
文
旧

書
考
』

で

書
き
改
め

た

「

六

朝
の

遺
経
」

で

も
な

く
、

そ
の

一

部
は

、

間
違
い

な

く

鎌

倉
時
代

に

新
た

に

渡
来
し

た

「

摺
本
」

に

よ

る

も
の

で

あ
っ

た

の

で

あ
る

。

今

後
は
、

武
蔵
大

学

所
蔵
の

慶

長
活
字

本
と

金

沢

本

と

照

ら

し

合
わ

せ
、

こ

の

問

題

に

関
し

て

は
、

別
稿
で

論
じ

た

い
。

注

（
1

）

狩

野
直

喜
「

山

井

鼎
と

七

經
孟

子

考
文

補
遺
」

（
『

内

藤
博
士

還

暦

　
祝

賀

　
支
那

學
論
叢
』 、

弘
文

堂

書
房
、

大
正

十

五

年
）

を

参
照

。

（
2

）

帝

国
学
士

院
編

『

大
正

三

年
受
賞
審
査
要

旨
」

を

参
照。

ち

な

み

　
に
、

竹
添
井
井
の

授

賞
審
査
要

旨
の

全

文

は

左
記
の

通

り
。

　

　

左

氏
會
箋
ハ

竹
添

進
一

郎

君
ノ

漢
文
著
書
ニ

シ

テ

春
秋
左

氏

傳
杜

　

　

預
集
解
二

更
二

會
箋

ノ

名
ヲ

以
テ

註
釋
ヲ

加
ヘ

タ

ル

モ

ノ

ナ

リ

今
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内

容
ヲ

見
ル

ニ

　
第
一

本

書
ハ

帝
室

ノ

秘
書
タ
ル

巻
子

本

即

金

澤

文
庫
本
ヲ

底

本

　
ト
シ

而
シ

テ

之

ヲ

石

經
本
及
ビ

數
種

ノ

宋

版
本
二

對
校
シ

テ

經

　
傳
及
ビ

杜

註
ト

モ

一

々

其
文

字
ノ

異

同

ヲ

舉
ゲ

傍
ラ
公

羊
傳
穀

　
梁
傳
ノ

經
文

ノ

文

字
ノ

異
同

ヲ

モ

示

シ

タ

リ。

　
第
二

本
書
ハ

和
漢
ノ

註
釋
家
中

本

邦
二

在
リ
テ

ハ

中
井、

増
島
、

　
太
田

、

古

賀
、

龜
井、

安
井、

海
保
ノ

七

氏
ヲ

擧
ゲ
皆
有
定
説

　
而

龜
井

氏

最
爲

詳
備
ト

賛
シ

清
國
二

在
リ

テ
ハ

顧
巍、

二

萬、

　
王
、

毛
、

惠
、

馬

等
二

十
九

家
ヲ

擧

ゲ
各
有
剏
穫
ト
稱
シ

此

等

　
諸
家
其
他
ノ

諸

書
ヲ

渉
獵
シ

テ

得
タ

ル

所

ヲ

融
A
ロ

貫
通

シ

箋
日

　
ヲ

冒

頭

ト

シ

テ

註

解
ヲ

附
シ

タ

リ
。

因

テ

案
ズ

ル

ニ

春
秋
左

氏

傳
ハ

漢
学
二

關
シ

テ

ハ

重

要
ナ

ル

書
籍

タ
ル

ハ

固
ヨ

リ

言
ヲ

待
タ
ズ

而
シ

テ

其
經
傳
ノ

文

字

異
同

ヲ

對
校

セ

シ

モ

ノ

他
二

其

類
ナ

キ
ニ

非
ラ

ズ

ト

雖
モ

本
書

ノ

底
本
ト
セ

シ

所
ノ

巻
子

本
ハ

蓋

シ

隋
唐
ノ

遺
經
ニ

シ

テ

本
邦
二

存
ス

ル

左

氏

傳

ノ

最
古
ナ
ル

モ

ノ

ナ

ラ

ム

昔
時
清
原
氏

ガ

之

ヲ

鎌

倉
ノ

北

條
氏
二

傳
授
シ

金

澤
文

庫
ノ

藏
本
ト

ナ

リ
徳
川
氏

ノ

世
二

楓
山
文

庫
二

収

メ

今
ハ

帝
室

秘
庫
ノ

御
物
タ

リ

世
人

ノ

容
易
二

目

ヲ

寓
ス

ベ

キ
モ

ノ

ニ

ア

ラ
ズ

著
者
ガ

特
二

請
テ

之

ヲ

底

本
ト

シ

而
シ

テ

他
ノ

古

原

本
卜

對
照
シ

テ
一

々

其

異
同

ヲ

擧
ゲ

多
ク

遺
憾
ナ

キ
ニ

至

ラ
シ

メ

タ

ル

ハ

學
者
二

俾
益
ヲ

與
フ

ル

コ

ト

多
大

ナ

リ
會
箋

編
述
ノ

方
法

二

前
人
ノ

創
説
卓
見
ヲ

區
別
セ

ザ
ル

モ

ノ

ア

ル

ニ

於
テ

多
少

世

論

　
　

　
マ

　
マ

ナ

キ

ニ

非
ラ
ズ

然
レ

ド
モ

其

成
績
二

於

テ

ハ

博
ク

和

漢
數
十

碩

學

ノ

論
説
解
釋
ヲ

網
羅
シ

之

ヲ

融
會

貫
通

シ

テ
一

書

中
二

収
メ

タ
ル

ヲ

以
テ

左

傳
ノ

註
釋
書
中
最
モ

完
備
セ

ル

モ

ノ

ト

謂
フ

ベ

シ

（
3
）

例

え

ば
、

上

野

賢
知

『

春

秋
左

氏

伝

雑
考
』

二

七

　
左

氏

会
箋

　

三

稿
」
〔
東
洋
文

化

研

究
所
紀
要
第
二

輯、

無
窮

会
東
洋
文
化
研

究
所、

　

昭
和
三

十

四

年
）

に
、

す

で

に

『

左

氏

会

箋
』

の

編
纂
上

に

お

け
る

　

島
田

翰
の

関

与

を

指
摘
す
る

。

ま

た
、

斉
藤
兼
茂

「

初
代
琳

琅
閣
主

　

人
と

そ
の

周
辺
・

島
田
重

礼
父

子
」

（
反

町

茂
雄

編

集
『

紙
魚

の

昔
が

　

た

り

　
明

治
大
正

篇
』 、

八

木
書
店

、

平

成
二

年
）

に
、

「

島
田

翰
さ

　

ん

は

竹
添

進
一

郎

先
生

に

従
っ

て
、

古
書
の

校

勘
を

な

さ
っ

て

お

ら

　

れ

ま

し
た

。

例
の

左

氏

会
箋
な
ど

も

随
分
お

手

伝
い

し
た

そ

う
で

す
」

　

と
い

う

指
摘
か

ら

も

窺
え
る

。

（
4

）

岡

村
繁
「
竹

添
井
井
の

『

左

氏
会

箋
』

が

剽
窃

し

た
一

つ

の

種
本
」

　
（
『

漢

語
・

漢
文
の

世

界
E
』 、

渓

水
社
、

昭
和
五

十
九

年）

を

参
照

。

（
5

）

竹

内

航
治

「

静
嘉
堂

文

庫

蔵
『

左

傳
集
説
』

に
つ

い

て

ー
『

左

氏

　

會
箋
』

の

準
備
稿

1
」

（

『

東
洋
古
典

学
研

究
』

第
三

十

七

集、

平
成

　
二

十
六

年
）

を

参
照

。

（
6

）

こ

の

「
大
禍
」

と

は
、

島

田

翰
が

足

利
学
校
の

本
を

窃
盗
し

た

こ

　

と

が

明
る

み
に

出

た
こ

と

を

指

す。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は
、

高
野

　

静
子

「

小

伝

　
鬼
才
の

書
誌

學
者

　
島

田

翰
」

（

『

続
蘇
峰
と

そ
の

時

　

代
小

伝
島
田

翰
他
』 、

徳
富
蘇

峰
記
念

塩

崎
財

団、

平

成

十
年
）

を

参

　

照
。

な

お
、

高
野

文
及

び

前
掲
上

野
文
に

、

の

ち

の

大
津

波
事

件
に

　
つ

い

て

も
詳
し

く

言
及

さ

れ
て

い

お
り

、

併
せ

て

参
照
さ

れ

た
い

。

（
7

）

ち
な
み

に、

こ

の

大
津
波
事

件
に
つ

い

て
、

松
崎
鶴
雄
（
一

八

六

　
八

〜
一

九

四
九
）

は
、

「
竹

添

井
井
翁
に
つ

い

て
」

（
『

柔
文

随

筆
』 、

　

座
右
宝
刊
行

会
、

昭

和

十

八

年
）

に
、

二

寸

後
戻

り

し

ま

す
が
左

氏

　

會
箋
の

原
稿
が

な
り
か

け

た

時
に
、

小

田

原
の

海
嘯
で

別

荘

は

流
さ

　

れ

た
。

先
生

は

東
京
に

療
養
中
で

し

た

か

ら

島
田

翰
氏

は

留
守
居
を
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し

て

居
っ

た
。

三

十

冊
の

原
稿
を

頭

に

巻
き
つ

け
海
水

の

中
を

逃
げ

　

た

事
が

あ

り

ま

す
」

と

記
し

て

い

る。

（
8
）

当

本
に

つ

い

て
、

武
蔵

大
学
の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
に

掲
載
さ

れ

て

い

　

る

「

武
蔵
高
校

博
物

展
」

（

算
号”
＼
＼

耄
乱゚
oo

コ

』
 ゜

甘
＼

〜

°・

冒
嬰

茜
ぐ

　

冨
巨
σ

二

訂
F

耳
日

じ

に
、

次
の

よ
う

な
解
説
文

が

記
さ
れ

て

い

る
。

　

　

春
秋

経
傳
集
解

　
晋
・

杜
預

注

　
30
巻

　
15

冊
（

古
活

字
版）

慶

　

　

長
6
〜

10
年
頃

刊

　
（
図

書
館

蔵
）

版
は

『

古
活

字

版
之

研
究
（
川

　

　

瀬
一

馬
著）
』

の

ロ

種
本
（

徳
富
蘇

峰
旧

蔵
の

成
簀
堂
文

庫
版
）

と

　

　

校
合
し

た

と
こ

ろ
、

同

版
の

新
発

見
の

異
植

版
と

判

明
し

た
。

竹

　

　

添

光

鴻
の

『

左

氏

会

箋
』

の

元
に

な
っ

た

手

校
本
の

一

つ

と

考
え

　

　

ら

れ
、

金

沢

文

庫
旧

鈔

巻

子

本
、

唐
開
石

経、

宋
の

興
国

軍

本
、

　

　

江
公

亮
本

等
の

校

勘
書
入

（

島
田

翰
に

よ

る
）

あ

る
。

印

記
”

有

　

　

馬
氏

溯

源

堂
図

書

記、

井
々

居
士

珍
賞
子

孫
永

保

　

な

お
、

同

図

書
館
に

は
、

井
井

旧

蔵
の

古

活

字
本

『

尚
書
』

も
収
蔵

　

さ

れ

て

い

る
。

（
9

）

長
澤

規
矩

也

「
左

氏

會
箋
解
題
」

（
『

左

氏

會
箋

増
補
版
』 、

冨

山

　

房
、

昭

和

四

十
九
）

に
、

「

島
田

翰
に

言
わ

せ

る

と
、

南
北

朝
に

春

秋

　

經

傳
集

解
が

出
版
さ
れ

た

と
い

う
。

す
な

わ

ち
、

本
大

系
本
巻
末
の

　

跋
の

前
に

載
せ

ら

れ

た
、

釈
圓

澄
の

刊
語

が

あ

り
、

翰
は
こ

の

本

を

　

川

越

の

蔵
書
家
新
井

政

毅
か

ら

獲
た

が
、

竹
添

井
々

の

命
に

よ

り
、

　

左

氏

會

箋
同
考
を

作
ろ

う
と
、

井
々

の

小

田

原
荒
久
の

別
荘
に

携

え

　

行

き
、

明
治
三

十
五

年
の

大
津

浪
で

、

巻

首
か

ら
巻

十
六

に

至

る

十

　

五

冊

を

浪
に

さ
ら

わ

れ
た

と

い

う
（
古
文

舊
書
考
巻
三
、

第
一

六

葉
∀

。

　

北

宋

缺
民
字
に

出
た

も
の

で
、

「

民」

字
も
末
画
を

欠
く
と

あ
る。

こ

　

こ

に

お

か

し

い

の

は
、

ま

ず、

字

様

が

正

平
版
論
語

よ
り

細
く
、

李

鶚
本
爾

雅
よ

り

太
い

と

い

う
と

太

す

ぎ、

し

か

も

正

平

版
論

語
の

底

本
は

写

本
で
、

刊
本
で

は

な
い

か

ら
、

字

様
の

比

較
例
と

し

て

は

ふ

さ
わ

し

く

な

い

と

い

う
こ

と
、

又
、

首
巻

か

ら

巻
十
六

ま

で

が

十
五

冊
と

い

う

と
、

完
本
の

冊

数
で

な

く
な
る

と

い

う
こ

と
、

更
に
、

唐

諱
を

宋
刊

本
に

欠

く

と
い

う
こ

と
、

な
お
、

巻
十
七

か

ら
末
ま

で

が

ど

う

し

て

残
っ

た

か
、

残
っ

た

ら

誰
か
が

寓
目

し
て

い

そ
う
な
の

に

と
、

疑

わ

し

い

こ

と
の

み

多
い

。

概
し
て
、

翰
は

妄

言
を
発

表

す
る

と

き、

ど

こ

か

に

不

自
然
の

こ

と
が

あ

る

こ

と

を

ほ

の

め

か

し
、

そ

の

不

自
然
に

気
が
つ

か

ぬ

愚

か

さ

を

そ
っ

と

傍

観
す
る

く

せ

が

あ
っ

た

よ

う
だ

。

予
は

北

宋
英
宗

時

刊

す
る

と

こ

ろ

の

闕
民

字
の

残
本
と

と

も
に
、

翰
が

作
僞
し

た

烏

有
の

書
で

あ

る

と

思

う
」

と

あ
る

。

ち

な
み

に
、

井
井
序
文

で

も

こ

の

二

本
に

言
及

す
る

。

よ
っ

て
、

井

井

序
文

は
、

島
田

翰
の

文

章
に

よ

る

も
の

で

あ

る
こ

と

が
、

再
度
証

明

で

き
る
。

附

記
…

本

稿
は
、

文

部

科

学

省
科
学
研

究
費
（
若

手

研

究
B
「
日

本
現
存

　
の

旧

鈔
本
『

文
選
』

に

関
す
る

基
礎
的
な

研

究
」

課

題

番

号
”

冒
詔
2

　
 

 
）

に

よ

る

研

究
成
果
の
一

部
で

あ

る
。
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